
我が国の学術コミュニケーションを
支える新たな共同体の誕生

UniBio PressからScholAgoraへ
ScholAgora

代表 永井 裕子



ScholAgoraは協働する

出版社 印刷会社

大学図書館 公共公図書館

市民 大学生 大学院生

図書館員 研究者 URA

ジャーナル編集長 ジャーナル出版担当

企業 大学 政府機関

学会職員 ジャーナルコンサルタント



学術研究の発展にとって、多様性を包摂した、公
平で持続的な学術コミュニケーションが重要な役
割を果たします。そして、その主役が研究者であ
ることは言を俟ちません。こうした健全な学術コ
ミュニケーションを確立するためには、それを支
援する学術研究機関、学協会、出版団体、政府機
関、企業等の多様な関係者による協働が不可欠で
す。これらの関係者が所属母体の枠を越えて、平
等な立場で一同に会し、互いの立場への理解を深
めながら、現在のさまざまな課題を解決し、同時
に将来のビジョンを描くために、UniBio Pressは、
ScholAgora（スカラゴラ）に生まれ変わります。



入会をお待ちしています

学術コミュニケーションを担う責任を負っていると考えている方



活動資金

年会費
個人会員 3,500円

学生会員 2,000円

賛助会員 100,000円

＊webからの入会、クレジット決済、現在準備中

会計年度 4月―3月

学術コミュニケーションに関わる業務受託
共に協働する者として、業務を行う。



業務受託

図書館

・Unsub

・IR

学会

・ジャーナル担当業務（ジャーナル出版担当者として参加）

・ジャーナル出版相談口（著作権、OA、その他）

・編集業務の集約化

企業

・新しいソフト、システムの紹介、販売促進



研修会の開催

学術コミュニケーションに関わる方々を対象

会員無料/非会員 有料

・著作権

・Open Access

・ORCID

・学術出版について

・その他



海外関連団体web セミナー参加

• UKSG他、学術情報流通に関わる海外団体が開催するwebセミ
ナーへの参加費用負担

• 会員限定

•希望を募り、応募者多数の場合は、厳正な抽選で参加者を決定

•参加された方には、報告をお願いします。

•＊海外での会議に参加された方から、会議で得た情報をご報告
いただく会の開催も予定しています。謝金を支払います。



Plant Dreaming Deep

夢見つつ深く植えよ

メイ・サートン 訳 武田尚子
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